
中 藪 新 F_3 2016年 (平成28年)6月25日  (土曜日)

ヒロシマの音色

来月 9日聴く会

被爆 した作曲家の作品から、被爆

者の心情に思いをはせるレクチャー

・ コンサー トが 7月 9日、広島市の
南区民文化センタすである。|ヒロシ
マに関する音楽作品の発掘やデータ

ベース化に取 り組む 「ヒロシマと音

楽」委員会が企画した。

8月 6日の平和記念式典で毎年演
奏される「祈 りの曲第 1『哀悼歌』」
の作曲で知られる川崎優。市内の親

戚宅で被爆したり|1崎の祈 りの曲シリ

ーズから、第 5「暁の祈 り」 と第 6
「タベの祈 り」をフルー トとピアノ

で奏でる。原帰撃下当時ヽ広島T中 |

1年だつた竹西正志の作品も2曲。
動員学徒の這品を扱ったNHKの ド
キ三メンタリァ番組のテ丁マ曲「哀
傷Ⅱ」とヽ 「哀傷 I」 をピアノの独
奏で届ける。
広島在住の音楽家が演奏。ピアノ

をバックに、被爆詩人の橋爪文の詩

の朗読もある。
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午後 6時半開演。 2千円 (前売り
守1500甲)=11朧今‰弓L讐

=込む。 (余村泰樹 )


